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外労働時間が、2006年の 9.4時間/月から 2012年の 4時間/月へと減少したことが示され


















































たは、紹介率が 60%を超えかつ逆紹介率が 30%を超えるか、または、紹介率が 40%を
超えかつ逆紹介率が 60% を超えることが必要である。2004 年度の福井県済生会病院の
紹介率は 44.5% だが、逆紹介率は 36.3% だった。認定看護師の活動が功を奏して 2006
年度には逆紹介率が 63.3% になり、基準を満たした。2012 年度には、それぞれ 60.1%、
66.3% になっている。地域医療支援病院の指定を受けていることによって診療報酬は月
800万円増加する。それに対して、地域で活動している 11名の認定看護師の育成費用と
地域への派遣のための費用の合計は 2800万円程度であり、短期に見ても、認定看護師育
成は費用を上回る利益をもたらしたと分析されている。さらに、長期に見れば、院内外で
の認定看護師の活動が、専門職としてのやりがいを生み、こうした活動を行うということ
が、新人看護師にとってのキャリア・モデルにもなり、職場への定着にもつながるという
意味で、認定看護師育成が病院にとって無駄な投資ではないと結論づけられている。
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審査結果:
ワーク・ライフ・バランスという時代の課題を、看護職という、それが最も求められて
いる分野で具体的にどう実現しているかのまとまった報告は他にない。特に、全国的に全
く導入実績のなかった時期にいち早く短時間勤務制度を導入した実践例の報告は、病院関
係者や行政関係者をはじめ、多くの人の関心を引くだろう。短時間勤務を導入しても、引
き継ぎの重要な業務の支障にならないとか、人件費が上がるわけではないといったこと
は、重要な発見事実である。
短時間勤務制度と認定看護師活用の、病院経営への影響分析も興味深い。それは、公的
保険制度の下で公共政策的な規制と誘導の下にある病院経営を考えるとき、狭い意味の短
期的な利益だけでなく、時代と社会が医療サービスに求めるものを直接に追求して、公共
政策の動きを先取りすることが重要であることを示している。このような分析は、この論
文の中でも十分発展したとは言い難いが、この複雑な対象の分析の萌芽として、この研究
には価値がある。
1つの病院の実践例の報告が、この論文の主要部分を占めており、全国的状況の記述は、
必要な限りで充実しているとはいえ、他の病院との比較などはあまりなされていない。し
かし、そうした事実を集めて分析するにはさらに多くの時間を必要とするだろう。先進的
な事例をできるだけ詳細に記述し、その成果を分析して今後の研究のための材料を提供し
たことには、十分な意義がある。
以上により、本論文は博士 (経済学)の学位論文に値するものと認める。
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